
教育委員会事務局（旧明科公民館内）健教本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科複合施設 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

242013.5.22　広報あづみの25 広報あづみの　2013.5.22

緑の募金運動（家庭募金）にご協力を！公園のトイレはマナーを守って
使いましょう

市では、（公財）長野県緑の基金が実施する「緑の募金運動」に
合わせて、5 月から 6 月にかけて平成 25 年度緑の募金運動（家庭
募金）を行います。

皆さんから寄せられた募金は、「学校・公園等公共施設の緑化」「み
どりの少年団の育成」「苗木、緑化木の配布」「森林整備活動への支
援」などに使われます。木々の呼吸は地球温暖化を防ぎ、緑は人々
の心を癒やします。この貴重な財産を次の世代に引き継ぐため、趣
旨に賛同いただき「緑の募金」にご協力をお願いします。
問三耕地林務課林務担当（477･3111 ㈹ 677･6060）

最近、公園のトイレではトイレッ
トペーパーを持ち帰る盗難が多く発生
しています。次に利用する人が気持ち
よく使えるように、みんなでマナーを
守って快適に公園を利用しましょう。

問豊都市計画課公園緑地係
　（472・3111 ㈹ 672・3569）

開
催
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
広
報
あ
づ
み
の
各
種
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　　

豊
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お
か岡
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す
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３
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６
３
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４
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９
６
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郷　

松ま
つ
お
か岡
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４
０
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堀
金　
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の
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１
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明
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久ひ
さ
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（
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・
３
４
３
２
）

萩
原
哲
子
さ
ん
総
務
大
臣
感
謝
状
受
贈

平
成
25
年
3
月
末
を
も
っ
て
行
政

相
談
委
員
を
退
任
し
た
萩
原
哲
子
さ
ん

（
豊
科
）
に
、
4
月
24
日
、
総
務
大
臣

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

萩
原
さ
ん
は
、
平
成
19
年
か
ら
6

年
間
に
わ
た
り
、
行
政
相
談
委
員
と
し

て
市
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
に
対
す
る
意

見
・
要
望
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
5
人
の
行
政
相
談
委
員
が
い
ま

す
。
行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・
市

等
の
行
政
や
独
立
行
政
法
人
お
よ
び
特

殊
法
人
が
行
な
っ
て
い
る
仕
事
に
関
す

る
意
見
・
要
望
を
お
聴
き
し
、
そ
の
解

決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

●
日
程　

毎
月
各
地
域
で
行
政
相
談
を

市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
伴

い
、
災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
内
5
カ
所
の

公
共
施
設
を
福
祉
避
難
所
に
指
定
し
ま

し
た
。

●
避
難
対
象
者　

在
宅
の
高
齢
者
、
障

害
者
、
難
病
患
者
等
の
う
ち
、
避
難

生
活
に
お
い
て
何
ら
か
の
特
別
な
配

慮
を
必
要
と
す
る
人

●
避
難
方
法　

災
害
発
生
時
に
は
、
身

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
近
く
の

小
中
学
校
な
ど
の
避
難
所
に
避
難
を

し
、そ
の
後
、災
害
時
要
援
護
者
（
高

齢
者
、
障
害
者
、
難
病
患
者
な
ど
）

の
う
ち
、
身
体
の
状
況
に
よ
り
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
収
容
可

能
な
施
設
と
協
議
の
上
で
福
祉
避
難

所
へ
避
難
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
は
、福
祉
避
難
所
の
ほ
か
に
も
、

民
間
の
施
設
な
ど
と
協
定
を
結
び
、

要
援
護
者
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

問
健
社
会
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祉
課
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祉
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務
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０
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堀
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機
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理
室
消
防
防
災
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当

　
（
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・
６
７
６
９ 
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・
６
７
３
９
）

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
き
、
国
民
の
基
本
的
人
権

の
尊
重
を
目
的
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
人
で
す
。

唐
澤
武
志
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

4
月
1
日
か
ら
佐
々
木
一
生
委
員
が
新

た
に
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

人
権
は
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て

全
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

互
い
に
相
手
を
思
い
や
り
、
自
分
の
人

権
も
相
手
の
人
権
も
大
切
に
守
り
な
が

ら
、
共
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
し

ま
し
ょ
う
。

児童の日記から
豊科東小学校長

幅
はば

　明
あきひろ

洋

人 権 コ ラ ム

お母さんが、疲れているかもしれないと思った
私は、お洗濯たたみをお母さんに気づかれないよ
うにこっそりやって、お母さんに「ママ、洗濯物、
たたんだよ」と言ったら、お母さんは笑顔になっ
て「おお、ありがとう。さすが、ママの子だ」と言っ
てくれてうれしそうでした。みなもとをあげた
のに、ぎゃくに、もらってしまったような感じ
がします。また、やりたいなと思います。

ある学校で出会った 4 年生の女の子の日記。気
持ちがあったかくなる気がしてうれしくて、あ
ちこちで紹介しています。どこにもある光景な
のに「いいなあ」と思うのは、この子が『ホン
トは私が元気をもらっていたんだなあ』としみ
じみ受け止めているからです。

ひととつながっている私、元気のもとのあげっ
こをしている私たちであることをしみじみ感じ
るうれしい体験の積み重ねは、改めて ｢人権教
育｣ と言わなくても ｢自他の生命｣ や ｢生きる
ということ｣ を大切に思い、人権・人格が損な
われることを強く憤ることができる感性や実践
力、人間観に育っていくように、私には思えます。

昨年度、体罰を引き金に高校生が自ら命を絶っ
た事件があり、文部科学省による全国規模の「体
罰の有無」悉

しっかい

皆調査が行われました。でも、こ
うした悲しい事件をなくしていく本当の近道は、
冒頭の女の子のような感じ合いのできる状況を
増やしていくことのように思うのです。
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介
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５
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感謝状を受け取った萩原さん（中央）

地域 氏名 地域 氏名

豊科

清
き よ の

野　昌
まさのり

訓
三郷

中
なかむら

村　道
み ち こ

子

勝
かつやま

山　孝
た か こ

子 關
せき

　　恒
つねあき

明

藤
ふじわら

原　和
か ず こ

子 丸
まるやま

山　好
よ し お

夫

奥
おくむら

村　雅
まさひこ

彦 堀金 田
た ぐ ち

口　勝
か つ じ

二

穂高

髙
たかやま

山　正
まさのぶ

宣 三
み さ わ

澤　一
か ず こ

子

等
と ど り き

々力増
ま す お

男 明科 佐
さ さ き

々木一
か ず お

生

吉
よしざわ

澤萬
ま ち こ

千子 横
よこうち

内理
り え こ

恵子

尾
お だ い

臺　鞆
ともかず

一 　

●人権擁護委員（敬称略）

福
祉
避
難
所
に
５
カ
所
を
指
定
し
ま
し
た

自宅など

避難所
（小中学校など）

福祉避難所

災害発生
避難情報発表

※家族や地域の人が付き
添って最寄りの避難所
へ避難

※避難所で要援護者の状
況により、福祉避難所
への避難が必要と判断
される場合

地域 名称 所在地 電話番号 収容人員

豊科 豊科老人福祉センター 豊科 4030 番地１ 73・7143 62 人

穂高 穂高地域福祉センター 穂高 5808 番地 1 82・2940 82 人

三郷 三郷老人福祉センター
デイサービスセンター 三郷明盛 2198 番地 1 77・8080 76 人

堀金 堀金デイサービスセンター 堀金烏川 2132 番地 4 73・5288 53 人

明科 明科総合福祉センター 明科東川手 606 番地２ 62・2429 56 人

●福祉避難所


